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「飛蚊症(ひぶんしょう)」は「ひもんしょう」とは読みません❸ 
※飛蚊症治療薬の謎を解き明かせ！ 

漢方系の治療薬で「飛蚊症の治療に効果あり」とされる薬剤がある事は事実なのですが、私の知る限

り…こうした薬剤は「目のピントを調節する機能を減弱させる事」で治療を…つまり…「目の見え方全体を

ぼやかす事で、飛蚊症の症状を緩和させる」という作用のお薬です。一見「何の事だかわからない」かもし

れませんが…一般的に眼科では、飛蚊症を訴える患者さんに対して「散瞳眼底検査」といって、目薬で瞳

孔を広げて「わざと目をぼやかして見えにくくしながら」目の中の水晶体・網膜・硝子体や視神経の状態を

観察する検査を行います。すると、患者さんによっては「さっきの目薬をつけてから飛蚊症が治ったわよ」と

仰る患者さんもあって…つまり、視界が「みえにくく」なる事で「ついでに」飛蚊症も見えなくなっているだけ

なのですが、患者さんにとっては「眼科で目薬をつけたら治ったわ！」と感じる場合があるようなのです。し

かし、一定の時間が経過して目薬の効果が切れればもとに戻る筈ですし…根本の治療とはなっていませ

ん。つまり、「飛蚊症をなおせる」というウタイ文句にはこうしたカラクリがある(場合がほとんどな)訳で、事

実、一部の飛蚊症治療薬には目のピント調節機能を減弱させる効果がある事が知られています。また、

正常範囲内の「飛蚊症」は、発症からしばらく時間が経過すると「見えなくなったり」、「気にならなくなった

り」することが多いようです。人間の持つ順応力による変化と考えてよいと思いますが、たとえ効果の無い

薬を服用していたとしても、一定の期間が経過すれば「治る」という事がほとんど(笑)な訳です。この事実

をどう捉えるか？は読者の皆様の良識に委ねられるところではありますが…それでも、最終的には「たまに

(飛蚊症は)見えることがあるけれど、生活上は支障がない」という状態に落ちつく事が多いと思いますけど
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7-2. 年をとることによっておこる硝子体の変化(2) 

「7-1. 年をとることによっておこる硝子体の変化(1)」で

述べた「離水」によってできた液体のたまった小部屋は、

やがてその後側の壁が破れて液体は流れ出してしまい

ます。その結果前方に収縮した硝子体、その後方に液体

に変わった硝子体がたまります。 

生玉子の白身のような状態の硝子体は、時には網膜

と軽く癒着していますが、硝子体の収縮と前方への移動

のためにこの癒着もはがれます。これを後部硝子体剥離

(こうぶしょうしたいはくり)といいます。この後部硝子体剥離が突然の飛蚊症の原因として最も多いも

のです。  

 

7-3. 後部硝子体剥離の好発年齢 

後部硝子体剥離は 60代前半に好発します。ただし中等度以上の近視の場合には、後部硝子体剥

離は 10年位早くおこります。 

また、白内障の手術をうけた場合には、1年以内に出現することもあります。 
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7-4. 後部硝子体剥離が引き金となっておこる病気 

 

後部硝子体剥離は、硝子体の年齢による変化としておこるわけですが、しかしこれが引き金となっ

て重大な病気がおこることがあります。 その中で最も注意を要するのは網膜裂孔という病気で、後

部硝子体剥離の 6～19%におこります。 

また頻度は少ないのですが、後部硝子体剥離にさいし網膜血管がひっぱられて破れ出血し、それ

が硝子体の中に流れ出て硝子体出血になることがありますし、網膜の一部に膜がはったりすることも

あります。 

 

7-5. 注意を要する網膜裂孔 

 

先に、後部硝子体剥離がおこると、硝子体と網膜の癒着がはがれると書きましたが、硝子体の全

部が網膜からはがれるわけではなく、ことに周辺部ではくっついている部分とくっついていない部分が

できてしまいます。このためこの癒着部の網膜がひっぱられてその結果、網膜に孔があいてしまうこ

とがあります。これを網膜裂孔(もうまくれっこう)といいます。 
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今月のフジタガンカニュースは以上です。今回のニュースのタイトルには「飛蚊症治療薬の謎を解き明

かせ！」という副題がついています。こうした説明はあくまでも私個人の私見ですし、飛蚊症治療をうたっ

ている薬剤全てを調べあげた訳でもないので、信憑性が不十分なのかもしれない事は事実なのですが…、

今後の参考として頂けたらと思います。 

次号も飛蚊症解説の続編です、お楽しみに―(^^)/。 
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今月のお知らせ
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